
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
６
月
11
日

～
12
日
の
２
日
間
、
東
京
都

墨
田
区
「
東
武
ホ
テ
ル
レ
バ

ン
ト
東
京
」
に
お
い
て
第
28

回
定
期
大
会
を
開
催
し
、
代

議
員
、
来
賓
、
傍
聴
者
合
わ

せ
て
約
２
６
０
名
参
加
の
も

と
、
安
全
の
確
立
、
民
主
化

闘
争
完
遂
、
産
業
政
策
活
動
、

労
働
条
件
向
上
、
参
議
院
議

員
選
挙
勝
利
を
中
心
と
す
る

新
年
度
の
運
動
方
針
を
、
建

設
的
な
討
議
を
通
じ
満
場
一

致
で
採
択
し
た
。

大
会
は
、
中
濱
副
会
長

（
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
執
行
委
員

長
）
の
開
会
挨
拶
で
始
ま
り
、

二
日
間
に
わ
た
る
議
事
が
進

め
ら
れ
た
。

Ｊ
Ｒ
連
合
を
代
表
し
松
岡

会
長
は
「
Ｊ
Ｒ
連
合
は
『
安

全
の
確
立
』
を
最
重
要
課
題

と
位
置
付
け
つ
つ
、
政
策
活

動
や
組
織
課
題
へ
の
対
応
な

ど
、
着
実
に
運
動
を
行
っ
て

き
た
。
新
元
号
『
令
和
』
の

時
代
が
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、

私
た
ち
は
将
来
を
見
据
え

『
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安

心
社
会
』
の
実
現
に
向
け
て

尽
力
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
強
く
感
じ
て
い
る
。
私
た

ち
は
労
働
組
合
と
し
て
、
真

に
民
主
的
な
労
働
運
動
を
不

断
に
追
求
し
、
実
践
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
様
々

な
課
題
の
解
決
の
た
め
、
Ｊ

Ｒ
産
業
の
持
続
的
な
発
展
の

た
め
、
ひ
い
て
は
日
本
の
将

来
の
た
め
、
Ｊ
Ｒ
連
合
全
組

合
員
が
一
丸
と
な
っ
て
運
動

を
展
開
し
よ
う
」
と
訴
え
、

運
動
方
針
の
各
重
要
課
題
に

つ
い
て
所
信
を
述
べ
た
。

そ
の
後
、
来
賓
の
連
合
、

交
運
労
協
、
Ｊ
Ｒ
連
合
国
会

議
員
懇
談
会
議
員
等
か
ら
連

帯
と
激
励
の
挨
拶
を
受
け
た

後
、
議
事
に
入
り
、
執
行
部

よ
り
一
般
経
過
報
告
・
決
算

報
告
、
２
０
１
９
年
度
運
動

方
針
案
及
び
予
算
案
が
提
起

さ
れ
、
11
名
の
代
議
員
・
特

別
代
議
員
か
ら
、
運
動
方
針

を
補
強
す
る
立
場
で
発
言
が

あ
っ
た
。

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
か
ら
も
代

議
員
、
特
別
代
議
員
、
傍
聴

者
な
ど
14
名
が
出
席
す
る
中
、

幸
代
議
員
が
①
安
全
の
確
立
、

②
政
策
課
題
解
決
、
③
民
主

化
闘
争
、
④
２
０
２
０
春
闘

に
つ
い
て
発
言
す
る
と
と
も

に
、
竹
安
代
議
員
が
女
性
代

議
員
を
代
表
し
①
女
性
組
合

員
の
参
画
、
②
男
女
と
も
に

働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く

り
に
つ
い
て
発
言
し
、
討
論

に
参
画
し
た
。

そ
の
後
、
執
行
部
中
間
答

弁
、
河
村
事
務
局
長
総
括
答

弁
の
後
、
全
て
の
議
案
が
満

場
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

ま
た
、
新
た
な
中
期
目
標

を
定
め
た
「
中
期
労
働
政
策

ビ
ジ
ョ
ン
２
０
１
９
～
２
０

２
３
」
に
つ
い
て
執
行
部
よ

り
説
明
が
あ
っ
た
。

役
員
改
選
で
は
、
Ｊ
Ｒ
連

合
運
動
を
力
強
く
け
ん
引
し

て
き
た
松
岡
会
長
、
河
村
事

務
局
長
、
政
所
企
画
部
長
が

退
任
さ
れ
た
。

新
役
員
に
は
、
荻
山
会
長

（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
）
、
尾
形
事

務
局
長
・
今
井
執
行
委
員

（
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
）
が

新
た
に
選
出
さ
れ
る
と
と
も

に
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
か
ら
派

遣
し
て
い
る
中
村
執
行
委
員

が
再
任
さ
れ
た
。

安
全
の
確
立
に
つ
い
て

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
、
「
安

全
・
安
定
・
安
心
輸
送
の
確

立
」
が
す
べ
て
に
優
先
す
る

最
重
要
課
題
と
の
認
識
の
も

と
、
日
々
安
全
を
第
一
義
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
会
社
の

経
営
基
盤
は
脆
弱
で
あ
る
が
、

安
全
対
策
が
後
手
に
な
ら
な

い
よ
う
引
き
続
き
チ
ェ
ッ
ク

し
、
安
全
最
優
先
の
職
場
風

土
・
企
業
風
土
の
構
築
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

政
策
課
題
解
決
に
つ
い
て

法
人
事
業
税
の
特
例
措
置

５
年
延
長
に
お
礼
を
申
し
上

げ
る
。
あ
わ
せ
て
、
こ
れ
ら

時
限
措
置
の
恒
久
化
に
向
け

た
取
り
組
み
を
要
請
す
る
。

自
然
災
害
に
対
す
る
総
合

的
な
防
災
対
策
や
バ
ス
代
行

の
費
用
負
担
等
の
課
題
が
生

じ
て
い
る
。
解
決
に
向
け
た

取
り
組
み
を
要
請
す
る
。

四
国
新
幹
線
を
夢
物
語
か

ら
現
実
の
も
の
と
す
る
た
め
、

引
き
続
き
の
ご
理
解
・
ご
支

援
を
お
願
い
す
る
。

２
０
２
１
年
度
以
降
の
Ｊ

Ｒ
四
国
の
新
た
な
支
援
策
に

向
け
て
、
Ｊ
Ｒ
連
合
と
連
携

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

民
主
化
闘
争
に
つ
い
て

民
主
化
闘
争
は
、
東
日
本

に
お
い
て
大
量
脱
退
が
発
生

し
新
た
な
局
面
を
迎
え
て
お

り
、
引
き
続
き
支
援
単
組
と

し
て
民
主
化
闘
争
勝
利
に
向

け
参
画
す
る
。

２
０
２
０
春
闘
に
つ
い
て

２
０
１
９
春
闘
で
は
一
定

程
度
の
前
進
を
図
る
こ
と
が

で
き
た
が
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

の
獲
得
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

２
０
２
０
春
闘
は
定
期
昇
給

の
確
保
を
絶
対
条
件
に
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
の
獲
得
に
向
け
取

り
組
ん
で
い
く
。

女
性
組
合
員
の
参
画
に
つ
い
て

男
女
平
等
参
画
推
進
委
員

会
や
女
性
役
員
意
見
交
換
会

な
ど
、
Ｊ
Ｒ
連
合
な
ら
で
は

の
企
画
に
参
画
し
、
全
国
の

仲
間
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ

な
が
ら
、
活
発
に
活
動
し
て

い
き
た
い
。

男
女
と
も
に
働
き
や
す
い
職

場
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て

今
国
会
で
成
立
し
た
「
女

性
活
躍
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
規

制
法
」
の
実
効
性
や
、
女
性

活
躍
行
動
計
画
の
対
象
拡
大

に
伴
う
実
態
把
握
や
チ
ェ
ッ

ク
を
要
請
す
る
。

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
に
お
い
て

も
、
育
休
や
産
休
に
関
す
る

制
度
や
職
場
設
備
の
改
善
を

獲
得
し
て
き
た
。
引
き
続
き
、

労
使
協
議
を
通
じ
、
組
合
員

の
声
の
実
現
に
向
け
て
取
り

組
む
。

Ｊ
Ｒ
連
合
一
丸
と
な
っ
た
運
動
展
開
に
向
け

新
年
度
の
方
針
を
採
択
！

Ｊ Ｒ 連 合 松 岡 会 長

メインスローガン
真に民主的な労働運動を不断に追求し
安全最優先の取り組み、政策・組織課題の解決を通じて
働く者と家族の幸せ、ＪＲ産業の持続的発展を実現しよう！

サブスローガン
１．「安全は絶対に譲らない」という信念に基づく行動を実践し、

「すべてのＪＲ関係労働者の死亡事故・重大労災ゼロ」を達成しよう！

２．ＪＲ労働界の一元化にむけたうねりを創り出すべく、
真に民主的な労働組合の必要性と活動を広く知らしめ、
総がかりの民主化闘争を展開しよう！

３．将来に亘り経済・社会に貢献し、信頼され続ける
ＪＲ産業の構築にむけて、すべての関係者との連携を強化し、
各種政策課題の解決に全力を傾注しよう！

４．「中期労働政策ビジョン（２０１９～２０２３）」に掲げる
「あるべき姿」の実現にむけて、ＪＲグループに働くすべての者の
労働条件・労働環境を持続的に改善しよう！

５．ＪＲ連合の総力を挙げて第２５回参議院議員選挙の勝利を果たし、
「チーム公共交通」「チーム地域共創」、
「働くことを軸とする安心社会」を築こう！

広 田 衆 議 院 議 員

開会挨拶に立った中濱委員長

小 川 衆 議 院 議 員

Ｊ Ｒ 連 合 荻 山 新 会 長

発言する幸代議員

発言する竹安代議員

大谷　 清
武智 義治
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■
「
特
設
コ
ー
ス
」

５
月
18
日
（
土
）
、
香
川

県
宇
多
津
町
「
ホ
テ
ル
ア
ネ

シ
ス
瀬
戸
大
橋
」
に
お
い
て
、

管
理
者
組
合
員
等
（
現
場
長
・

助
役
・
非
現
業
部
門
の
主
席

ク
ラ
ス
）
を
対
象
と
し
た
ユ

ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル
「
特
設
コ
ー

ス
」
（
管
理
者
セ
ミ
ナ
ー
）

を
19
名
参
加
の
も
と
開
催
し

た
。始

め
に
、
中
濱
委
員
長
か

ら
「
管
理
者
組
合
員
に
期
待

す
る
こ
と
」
と
題
し
、
Ｊ
Ｒ

四
国
労
組
の
取
り
組
み
、
Ｊ

Ｒ
四
国
の
経
営
支
援
策
や
政

策
課
題
、
働
き
方
改
革
や
Ａ

Ｉ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
進
展
等
に
伴

う
社
会
環
境
の
変
化
、
Ｊ
Ｒ

の
労
働
組
合
の
歴
史
や
民
主

化
闘
争
、
管
理
者
組
合
員
の

重
要
性
に
つ
い
て
講
演
が
あ
っ

た
。そ

の
後
、
（
公
財
）
富
士

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
の
武
田

講
師
に
よ
る
「
管
理
者
組
合

員
に
求
め
ら
れ
る
も
の
」
と

題
し
た
特
別
講
演
で
は
、
人

手
不
足
や
精
神
疾
患
に
よ
る

労
災
の
増
加
、
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
な
ど
社
会
の
認
識
の
変
化

や
、
様
々
な
視
点
か
ら
物
事

を
見
る
こ
と
の
重
要
性
、
企

業
別
労
働
組
合
（
単
組
）
の

必
要
性
を
再
認
識
す
る
と
と

も
に
、
管
理
者
組
合
員
に
求

め
ら
れ
る
知
識
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
事
例
を
交
え
な
が

ら
講
義
が
進
め
ら
れ
た
。

■
「
ユ
ー
ス
コ
ー
ス
」

６
月
25
日
（
火
）
、
本
部

１
階
会
議
室
に
お
い
て
、
入

社
６
年
以
上
の
青
年
女
性
組

合
員
を
対
象
と
し
た
ユ
ニ
オ

ン
ス
ク
ー
ル
「
ユ
ー
ス
コ
ー

ス
」
を
14
名
参
加
の
も
と
開

催
し
た
。

同
ス
ク
ー
ル
は
「
フ
レ
ッ

シ
ュ
マ
ン
コ
ー
ス
」
と
同
様
、

青
年
女
性
組
合
員
が
Ｊ
Ｒ
四

国
労
組
運
動
へ
の
理
解
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
、
四
国
各
地
か
ら
集
ま
っ

た
受
講
生
は
中
濱
執
行
委
員

長
、
大
谷
書
記
長
、
森
安
教

育
部
長
の
講
義
に
熱
心
に
耳

を
傾
け
、
「
労
働
組
合
の
基

本
」
「
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
の
取

り
組
み
」
「
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組

の
現
状
と
課
題
・
歴
史
」
に

つ
い
て
学
習
し
、
若
手
組
合

員
と
し
て
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
図
っ
た
。

６
月
28
日
（
金
）
16
時
15

分
か
ら
本
部
１
階
会
議
室
に

お
い
て
、
安
全
推
進
委
員
会

が
開
催
さ
れ
た
。

冒
頭
、
嶋
田
安
全
推
進
委

員
長
か
ら
「
『
安
全
の
確
保
』

は
す
べ
て
に
優
先
す
る
最
重

要
課
題
で
あ
り
、
労
働
組
合

と
し
て
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
発

揮
し
、
安
全
最
優
先
の
職
場

風
土
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
る
」
と
挨
拶

が
あ
り
、
そ
の
後
、
議
事
に

入
っ
た
。

議
事
で
は
、
事
務
局
か
ら

①
安
全
・
事
故
防
止
に
関
す

る
取
り
組
み
の
経
過
、
②
２

０
１
９
年
度
の
安
全
・
安
定

輸
送
に
向
け
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
報
告
と
説
明
を
受
け

た
後
、
各
支
部
及
び
部
会
を

代
表
し
出
席
し
た
各
委
員
か

ら
は
、
現
場
の
実
情
を
踏
ま

え
た
安
全
に
関
す
る
報
告
や

意
見
、
質
問
等
が
出
さ
れ
、

活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。

５
月
17
日
（
金
）
、
香
川

県
三
豊
市
の
粟
島
「
城
ノ
山
」

登
山
道
に
お
い
て
、
本
部
青

年
女
性
会
議
を
は
じ
め
16
名

参
加
の
も
と
、
清
掃
活
動
を

実
施
し
ま
し
た
。

毎
年
、
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー

ル
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
コ
ー

ス
」
で
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
粟
島
は
、
高
齢
化
や
人
口

減
少
に
よ
り
山
林
の
手
入
れ

が
行
き
届
か
な
い
と
い
う
課

題
を
抱
え
て
お
り
、
地
域
貢

献
活
動
の
一
環
と
し
て
、
実

施
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
快
晴
の
空
の
も
と
、

参
加
者
は
島
の
世
話
役
の
方

と
と
も
に
汗
を
か
き
な
が
ら
、

登
山
道
や
展
望
台
付
近
の
草

刈
り
や
木
の
伐
採
を
行
い
ま

し
た
。

入
社
５
年
以
内
の
組
合
員

の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
「
フ
レ
ッ

シ
ュ
マ
ン
コ
ー
ス
」
に
参
加

し
、
城
ノ
山
に
登
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

本
部
青
年
女
性
会
議
は
、

５
月
21
日
（
火
）
、
愛
媛
県

松
山
市
「
高
木
保
育
園
」
に

お
い
て
「
鉄
道
版
交
通
安
全

教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

は
、
青
年
女
性
組
合
員
が
遭

遇
し
た
、
子
ど
も
が
線
路
内

に
立
ち
入
っ
た
こ
と
に
よ
る

痛
ま
し
い
事
故
や
ヒ
ヤ
リ
と

し
た
経
験
を
教
訓
に
、
事
故

を
１
件
で
も
減
ら
し
た
い
と

の
思
い
で
平
成
15
年
か
ら
実

施
し
て
お
り
、
今
回
で
20
回

目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

交
通
安
全
教
室
で
は
、
愛

媛
支
部
の
青
年
女
性
組
合
員

が
中
心
と
な
り
「
ア
ン
パ
ン

マ
ン
列
車
」
が
登
場
す
る
劇

と
踏
切
の
渡
り
方
の
実
演
を

行
い
、
園
児
は
楽
し
み
な
が

ら
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
メ
ン

バ
ー
に
と
っ
て
も
、
子
ど
も

た
ち
と
触
れ
合
う
と
と
も
に
、

安
全
第
一
義
の
取
り
組
み
の

重
要
性
を
再
認
識
す
る
有
意

義
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

粟
島
「
城
ノ
山
」
に
て

清
掃
活
動
を
実
施
！

５
月
13
日
（
月
）
香
川
県

高
松
市
「
レ
ク
ザ
ム
ス
タ
ジ

ア
ム
（
香
川
県
営
野
球
場
）
」

に
お
い
て
「
青
年
女
性
会
議

第
11
回
支
部
対
抗
軟
式
野
球

大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
は
Ｊ
Ｒ
連
合
ユ
ー
ス
ラ

リ
ー
を
四
国
で
開
催
し
た
こ

と
に
伴
い
開
催
を
見
送
っ
た

た
め
、
２
年
振
り
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
が
心
配
さ
れ

ま
し
た
が
、
晴
天
に
恵
ま
れ
、

香
川
・
愛
媛
・
徳
島
・
高
知

支
部
の
４
チ
ー
ム
の
選
手
、

ス
タ
ッ
フ
（
本
部
青
女
役
員
）

に
加
え
、
我
々
の
仲
間
の
公

式
審
判
員
３
名
に
参
加
い
た

だ
き
、
総
勢
73
名
が
参
加
し

た
大
会
は
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

試
合
は
、
４
チ
ー
ム
に
よ

る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
行

わ
れ
、
青
年
女
性
組
合
員
に

よ
る
は
つ
ら
つ
と
し
た
真
剣

勝
負
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

決
勝
戦
は
、
４
大
会
ぶ
り

の
優
勝
を
目
指
す
愛
媛
支
部

チ
ー
ム
と
初
優
勝
を
狙
う
徳

島
支
部
チ
ー
ム
の
対
戦
と
な

り
、
好
打
を
連
発
し
た
愛
媛

支
部
チ
ー
ム
が
見
事
３
度
目

の
優
勝
を
達
成
し
ま
し
た
。

青
年
女
性
女
性
会
議
で
は

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
企
画
し
、

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

《
試
合
結
果
》

【
１
回
戦
】

徳
島

２-

０

香
川

愛
媛

６-

０

高
知

【
３
位
決
定
戦
】

高
知

２-

０

香
川

【
決
勝
戦
】

愛
媛

12

-

５

徳
島

愛
媛
支
部
チ
ー
ム
が
優
勝
!!

第
11
回
本
部
執
行
委
員
会

は
、
７
月
８
日
（
月
）
第
38

回
定
期
大
会
の
前
段
の
10
時

30
分
よ
り
「
Ｊ
Ｒ
ホ
テ
ル
ク

レ
メ
ン
ト
徳
島
」
の
会
場
内

で
開
催
さ
れ
た
。

経
過
報
告
及
び
議
事
は
次

の
と
お
り
。

【
経
過
報
告
】

・
組
織
の
強
化
拡
大

（
経
営
協
議
会
）

・
安
全
・
事
故
防
止
、
２
０

１
９
年
度
諸
施
策
（
Ｊ
Ｒ

四
国
）
、
安
全
・
事
故
防

止
（
Ｊ
Ｒ
四
国
バ
ス
）

・
ダ
イ
ヤ
改
正
実
施
後

・
消
費
税
率
変
更
に
伴
う
運

賃
及
び
料
金
改
定

（
団
体
交
渉
）

・
２
０
１
９
年
度
夏
季
賞
与

（
Ｊ
Ｒ
四
国
バ
ス
）

（
事
業
）

・
乗
務
員
共
済
運
営
委
員
会

（
業
務
）

・
安
全
推
進
委
員
会

（
組
織
）

・
出
向
組
合
員
対
話
集
会

（
愛
媛
、
香
川
・
本
社
、

徳
島
）

（
教
育
）

・
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル
「
ユ
ー

ス
コ
ー
ス
」

（
政
治
）

・
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
議
員
団
会

議
第
28
回
総
会

（
Ｊ
Ｒ
連
合
）

・
第
28
回
定
期
大
会

・
自
動
車
連
絡
会
幹
事
会

【
議
事
】

・
２
０
１
９
度
夏
季
賞
与
等

の
妥
結
承
認
に
つ
い
て

（
Ｊ
Ｒ
四
国
バ
ス
）

・
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
第
38
回
定

期
大
会
に
つ
い
て

７
月
１
日
（
月
）
16
時
か

ら
本
部
１
階
会
議
室
に
お
い

て
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
議
員
団

会
議
第
28
回
総
会
が
開
催
さ

れ
た
。

冒
頭
、
井
上
団
長
か
ら
４

月
７
日
に
投
開
票
が
行
わ
れ

た
統
一
地
方
選
挙
で
の
山
本

副
団
長
（
香
川
県
議
会
）
並

び
に
橋
本
幹
事
（
高
知
県
議

会
）
の
当
選
が
報
告
さ
れ
た
。

議
事
で
は
、
経
過
報
告
、

会
計
報
告
及
び
７
月
の
参
議

院
議
員
選
挙
を
含
む
向
こ
う

一
年
間
の
取
り
組
み
、
並
び

に
役
員
体
制
を
確
認
す
る
と

と
も
に
、
出
席
者
に
よ
る
意

見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
、
今
後

も
議
員
団
会
議
と
の
連
携
を

密
に
し
、
政
策
課
題
の
解
決

に
取
り
組
む
こ
と
と
す
る
。


